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二
酸
化
炭
素
な
ど
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
早
急
に
、

そ
し
て
大
幅
に
削
減
し
な
い
と
、

地
球
温
暖
化
が
進
み
、
海
面
上

昇
や
洪
水
、
干
ば
つ
が
起
こ
り
、

生
態
系
が
激
変
す
る
、
と
警
告

し
て
い
る
。

県
で
は
、
生
活
の
中
で
発
生

す
る
温
暖
化
ガ
ス
の
分
だ
け

「
木
を
植
え
る
制
度
に
取
り
組

む
」
と
、
新
た
な
施
策
を
紹
介

し
、
連
携
に
向
け
た
行
動
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

本
町
と
し
て
も
、
県
と
の
連

携
は
不
可
欠
で
あ
る
。
温
暖
化

ガ
ス
削
減
の
方
法
と
し
て
は
、

①
温
暖
化
ガ
ス
を
排
出
し
な
い

身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ

で
あ
る
、
太
陽
光
発
電
の
導

入
を
図
り
、
町
と
し
て
も
補

助
事
業
と
し
て
、
予
算
措
置

を
講
じ
る
。

②
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の

防
止
、
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減

に
効
果
の
あ
る
、
植
樹
、
駐

車
場
の
緑
化
、
校
庭
な
ど
の

芝
生
化
を
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
望
め

な
い
現
状
で
は
、
温
暖
化
ガ

ス
や
騒
音
を
出
さ
な
い
交
通

手
段
と
し
て
、
ベ
ロ
タ
ク
シ

ー
（
自
転
車
タ
ク
シ
ー
）
の

導
入
を
図
る
。

④
通
勤
・
仕
事
に
お
け
る
自
転

車
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と

で
、
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
、

職
員
の
健
康
増
進
な
ど
と
と

も
に
、
毎
年
税
金
を
投
入
し

職
員
の
駐
車
場
と
し
て
借
り

上
げ
て
い
る
場
所
が
不
要
と

な
り
、
そ
の
分
福
祉
に
充
当

で
き
る
。

な
ど
、
前
向
き
に
取
り
組
む

べ
き
で
す
。

①
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
実

用
化
に
向
け
て
の
初
期
費
用

な
ど
を
勘
案
し
、
も
う
少
し

安
価
で
あ
れ
ば
、
今
後
検
討

す
る
。

②
植
樹
、
駐
車
場
な
ど
の
芝
生

化
に
つ
い
て
は
、
県
民
緑
税

と
の
関
係
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
21
は
り
ま
が
ド
ー
ム
の

周
辺
に
植
栽
を
、
新
島
企
業

で
も
駐
車
場
の
芝
生
化
を
展

開
し
て
い
る
。

③
自
転
車
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
実

施
す
る
場
合
は
協
力
し
た
い
。

④
職
員
の
通
勤
、
仕
事
に
お
け

る
自
転
車
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
健
康
増
進
、
温
暖
化
ガ

ス
削
減
に
効
果
が
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
が
、
職
員
駐
車

場
借
り
上
げ
に
つ
い
て
は
、

買
収
の
努
力
を
し
て
い
る
。

▲雑草の土山駅南テルペン跡地、高木の植樹を

温暖化ガス削減対策は
答弁＝今後検討していきたい

緑
生
会河
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弁
＝
枡
田
理
事

食
育
の
時
代
と
学
校
給
食
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

①
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

の
運
動
を
始
め
て
か
ら
の
朝

食
摂
取
率
の
変
化
は
。

②
朝
食
摂
取
と
学
力
テ
ス
ト
の

関
係
分
析
は
。

③
朝
食
を
食
べ
て
こ
な
い
子
ど

も
・
保
護
者
へ
の
対
応
は
。

④
食
育
を
推
進
す
る
指
導
体
制

の
要
と
し
て
「
栄
養
教
諭
制

度
」
が
開
始
。
食
育
授
業
は
。

⑤
総
合
学
習
の
時
間
は
、
ゆ
と

り
教
育
の
見
直
し
の
中
、
削

減
さ
れ
る
の
か
。
食
育
の
授

業
へ
の
影
響
は
。

⑥
中
国
産
食
材
の
使
用
は
。

⑦
各
小
学
校
の
給
食
現
場
か
ら

整
備
・
設
備
の
要
望
は
。

⑧
早
期
に
中
学
校
給
食
を
実
施

す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
の

説
明
会
の
状
況
は
。

①
平
成
17
年
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
小
・
中
学
生
と
も
に
摂

取
率
は
向
上
し
て
い
る
。

②
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
子
ど
も

ほ
ど
学
力
が
高
い
傾
向
に
あ

る
。

③
家
庭
啓
発
を
継
続
す
る
。

④
一
学
期
は
一
年
生
に
食
育
の

授
業
を
行
い
、
二
学
期
以
降

も
計
画
し
て
い
る
。

⑤
中
学
校
は
選
択
教
科
の
関
係

で
削
減
は
あ
る
が
、
小
学
校

で
は
す
で
に
総
合
の
１
時
間

を
英
語
活
動
に
使
用
し
て
お

り
、
削
減
は
な
い
。
食
育
の

授
業
へ
の
影
響
は
な
い
。

⑥
使
用
し
て
い
な
い
。

⑦
随
時
点
検
を
行
い
、
関
係
者

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
実
態

の
把
握
に
努
め
、
必
要
に
応

じ
て
改
修
や
設
備
の
購
入
、

修
理
を
し
て
い
る
。

⑧
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
教
職
員
、
学

校
給
食
会
、
民
生
児
童
委
員

会
に
説
明
し
た
。
引
き
続
き
、

保
護
者
会
で
も
行
う
予
定
で

す
。
な
お
、「
法
律
に
給
食

の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い

る
」、「
全
国
各
地
の
実
施
率

に
つ
い
て
初
め
て
知
っ
た
」、

ま
た
、「
早
期
実
施
し
て
ほ

し
い
」
と
の
声
も
あ
っ
た
。

良
好
な
景
観
形
成
を
進
め
る

施
策
は
。

月
に
一
度
、
シ
ル
バ
ー
に
委

託
し
て
違
反
の
張
り
紙
・
立
て

看
板
な
ど
の
撤
去
に
努
め
、
県

と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
も
年
一

回
実
施
し
、
是
正
指
導
も
行
っ

て
い
る
。

▲心とからだを育てる学校給食

栄養教諭の食育授業は
答弁＝２学期以降も授業を計画

広
告
物
の
整
理
統
合
は

答
弁
＝
松
田
教
育
長

答
弁
＝
木
村
理
事

是
正
指
導
を
実
施
中

岡
田
　
千
賀
子


